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kanzaki
ハイライト表示

kanzaki
テキストボックス
ｉ番目から最後までの要素のうち、最小値が入っている指標をｍｉｎに格納する。
ｉ番目の要素とｍｉｎ番目の要素を入れ替える。
ｉの数を＋１して上記を行う処理を繰り返す。

kanzaki
テキストボックス
ｍｉｎ：最小の要素が格納されている指標値が入る

kanzaki
テキストボックス
┓
┃交換処理（ここで最小値がｉ番目に入る）
┛

kanzaki
テキストボックス
この繰り返しで最小値を探す
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kanzaki
テキストボックス
例　要素数が４のとき
①ＴＢＬ［０］とＴＢＬ［１］を比較
②ＴＢＬ［１］とＴＢＬ［２］を比較
③ＴＢＬ［２］とＴＢＬ［３］を比較
④ＴＢＬ［０］とＴＢＬ［１］を比較
⑤ＴＢＬ［１］とＴＢＬ［２］を比較
⑥ＴＢＬ［０］とＴＢＬ［１］を比較
　　　　　↑ｉを使用 ↑ｉ＋１を使用
比較回数はセレクションソートと
同じだが、ＳＷにより比較回数が減る場合がある

kanzaki
テキストボックス
交換を行ったとき、ＳＷを１にする

kanzaki
テキストボックス
↓１回も交換を行わなかったときは整列済みなので処理を終了する

kanzaki
テキストボックス
一旦、交換を行わなかった(ＳＷ←０)にしておく

kanzaki
テキストボックス
┓
┃交換処理
┛
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kanzaki
テキストボックス
例　要素数が４のとき
①ＴＢＬ［１］とＴＢＬ［０］を比較
②ＴＢＬ［２］とＴＢＬ［１］を比較
③ＴＢＬ［３］とＴＢＬ［２］を比較
④ＴＢＬ［２］とＴＢＬ［１］を比較
⑤ＴＢＬ［３］とＴＢＬ［２］を比較
⑥ＴＢＬ［３］とＴＢＬ［２］を比較
　　　　　↑ｉを使用 ↑ｉ－１を使用
バブルソート１では最後の要素から確定するが、バブルソート２では最初の要素から確定する
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kanzaki
テキストボックス
挿入ソートは整列済み範囲の隣の要素を整列済み範囲の中に挿入して整列させるしょりである
手順は以下の通り
 ①整列済み範囲(個数)を１とする
 ②隣(２番目)の要素と１番目の要素を比較・整列
 ③これで整列済み範囲は２となる
 ④整列済みの範囲の隣の要素を比較する
 ⑤整列済みとなるように隣の要素を挿入する
 ⑥整列済み範囲が広がる
整列済み範囲が配列と同じになるまで繰り返す

kanzaki
テキストボックス
下は配列要素｛5,2,3,1,4｝を挿入ソートで整列する例である

kanzaki
テキストボックス
 ｉが整列済み個数を示す

kanzaki
テキストボックス
 ｊ：挿入対象の要素を示す指標

kanzaki
スタンプ
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kanzaki
テキストボックス
ＳＷが０のときが合計対象、１のときが合計対象外（初期値は合計対象としておく）

kanzaki
テキストボックス
 ｉ：指標

kanzaki
テキストボックス
合計を計算(↓)するのはＳＷが０のとき

kanzaki
テキストボックス
ｆａｌｓｅでＳＷを１にしているので、判断は「ＳＷ＝１」

kanzaki
テキストボックス
「擬似言語演習問題⑭」のプリントはありません


<BUSEETEREW® XFIHEHE>

Ml RS LOXFHT (I 1) 2250\ T, 3L BT 542 @ % [HfE L7223 A2 RS 305
UMY & LT, EMEROSCFAIEESIM FREE - §) ISHT 5, 3 EARmOZERILE D
FEERD, T2, ZEPI0EL EEFE L TWTH LT THRMTEL2H0 L LT, BAIT O
BIZZTEATRVWHEDET D,

)  HfET AN 6 HH-T-GA — #6

A=A
O a7 724 SUFHIEAHME
O #HO . &, J, CNT {CNT : EHOEE A2 D)
O BHEM . L {L: TOXFIEMMEMEINLTND)
O A . T, M[Q (B T ICESCFE0s s I}
S
O N
- M[Q< A7 {ESIM K% 22 3 Coliie )
m i < L |
CNT<0

A CNT = 3

ML§1<"#"

M[J+1]<CNT |

i—it2 | |

j<j +CNT | |

v

MLi1<TLi]]
i—i+1
J—j+1



kanzaki
テキストボックス
空白の文字数をカウントする処理

kanzaki
テキストボックス
配列Ｔの指標

kanzaki
テキストボックス
配列Ｍの指標

kanzaki
テキストボックス
順不同

kanzaki
テキストボックス
＃と圧縮数の２文字を格納するので、指標を＋２する

kanzaki
テキストボックス
空白が３文字未満の場合は圧縮せずに文字数分空ける

kanzaki
テキストボックス
空白以外の文字をコピー
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kanzaki
テキストボックス
順不同

kanzaki
テキストボックス
「ｊ＜ｎ」の判断について
　繰り返しで文字列が見つかった時は「ｊ＝ｎ」となる。
　従って繰り返す条件は「ｊ＜ｎ」である。

kanzaki
テキストボックス
この繰り返しが終了するのは、見つかった時か文字列Ｓを最後まで（この例ではｉがＬ－２になった）検索した時

kanzaki
テキストボックス
見つかっても違う文字が出ても無条件にｉの値を＋１する

kanzaki
テキストボックス
見つかった時にｉを＋１しているので、ー１する

kanzaki
テキストボックス
文字列検索は検索を効率的に行うアルゴリズムが多数ある。その中でもＢＭ法（ボイヤー-ムーア法）が有名なので確認しておこう。

kanzaki
テキストボックス
 ｊ＝ｎ でも可
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kanzaki
テキストボックス
 ｉを使う

kanzaki
テキストボックス
行の繰返し

kanzaki
テキストボックス
列の繰返し

kanzaki
テキストボックス
 ｊを使う

kanzaki
テキストボックス
 ｉが０なので先ず＋１する

kanzaki
テキストボックス
 ｊが０なので先ず＋１する

kanzaki
テキストボックス
↑配列の指標は０からなので注意

例：４×３の値は３行２列目に格納




